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１．タイトルとキャッチコピー

金融を変えた、8＋1人のストーリー

～自分の生き方として、倫理観に基づいて～

２．マイ・ストーリー　～「わたし」の紹介

「わたし」にとっての転機は、2001年、高校1年生のときに訪れた。ひとつの記事がきっかけとなり、株式学習コンテスト（日経STOCKリーグ）に参加したことである。参加するまでは、株式には全く関心も知識もないという状態であった。しかし、さまざまな経験を通じて、経済というものは私達の生活に密接に関係しているもの、そして株式を通じて社会に影響を与えることもできる、ということに気がつくことができた。このときに考えたことは、自然環境や労働環境、教育環境、生活環境などさまざまな「環境」という視点から企業を選ぶと、私達の生活につながってくるのが分かる。そして、これらの「環境」をより良いものにする企業こそが、将来における価値を伸ばし、投資家にとっても地球や社会にとっても利益をもたらしてくれるのではないか、ということであった。その後出会ったのが、社会的責任投資（SRI：Socially Responsible Investment）という考え方であった。
さらには、日経STOCKリーグの副賞で行ったアメリカ研修旅行はひとつの衝撃を私に与えてくれた。ニューヨーク証券取引所の中を見学させてもらえることになり、実際に取引をする現場感を肌で感じることができたのである。経済というと、数字や公式など、無機質なものに感じられがちであるが、このように多くの人が動き回り、活気に溢れ、さまざまな人々の心理や期待が表れた結果が株式市場なのだ、と感じることができた。
上記のことをより多くの人に伝え、金融や株式に興味を抱く人を増やし、株式市場の活性化につなげたい。これが私の今の思いである。この思いにたどり着いたのは、以前まで抱いていた株式投資のマイナスイメージが、180度変わった経験からであると思っている。そして、この株式市場の活性化を通じてさらに社会に貢献することができれば、と願っている。

大学の4年間では、金融工学を学び、SRIの動向についての研究やSRIファンドのパフォーマンス調査を行なった。学外では、NPOにてSRIという考え方を普及させる啓蒙活動なども行なってきた。2008年1月末現在はロンドンにてCSR（Corporate Social Responsibility：企業の社会的責任）調査のインターンを行なっている。そして、卒業後の4月からは実際の市場において、高校から大学まで続けてきた「社会につながる投資」を実践していくことになる。
３．マイプロジェクト
１）なぜこのプロジェクトなのか？（自分と社会の「背景」）
高校のときから抱いていた２つの問題意識を解決させるためである。
ひとつは、地球温暖化をはじめとする環境問題、貧困、労働問題など、社会を取り巻くさまざまな問題が深刻化しているということである。これらの問題に何らかの形で貢献することができないか、という思いが常にあった。もうひとつは、周囲が捉える株式というイメージがマイナスのものであることが多く、実際はとても身近な存在であるということを伝えたい、という意識である。先日NPOで行なった学生対象のアンケートにおいても、多くの学生が株式投資に対してよいイメージを抱いていない、という事実が分かった。私自身が、この価値観を変えたいと思うのには、上記の日経STOCKリーグの経験から大きな影響を受けているからである。
これらの思いを達成させるためには、どのような方法があるかを考えた。伝え方としては、「SRIという社会を変えるチカラを持った投資の手法がある」というメッセージから、株式投資に対するイメージを払拭できるのではないかと、以前から思っていた。そこで、まずはSRIに関して批判の多いパフォーマンスの実証分析が必要だと考え、SRIに関する論文も書いて学内の学会にて論文発表も行なった。しかし、金融工学の視点からの研究だったため、興味のある人にしか読んでもらえなかった。そのため、ターゲットをより広くする必要があると感じた。それに加え、SRIのことを伝えようと思っても、現在の形にいたるまでにはさまざまな経緯や背景が存在し、また伝える相手や目的によっても伝え方が異なるため、一言で本質の部分までを言い表すことが難しい。そこで、大学4年を通し、多くの方との出会いに恵まれたことから、「人」を通じて、私の思いを伝えることができないか、というアイディアに結びつき、「本」という形にたどり着いた。
そして、今回執筆したものが、学習する組織のように「型」となって広まり、SRIの普及に貢献することができれば、さらに嬉しく思う。
２）あなたのプロジェクトについて教えてください。そのプロジェクトは、誰に、どういう手段で、どんな変化を起こしますか？（＊リサーチの人は、そのリサーチを、誰のために、どのように生かしたいか？を書いてください）
　まず、第一のターゲットは、社会的な問題やそれを解決する社会企業に関心のある人である。起業家でなくても、このような形で金融の世界を変えていく方の存在や、自分の生き方として仕事をされているという姿に共感を持ってもらえたら、と思う。そして、社会を変えられる金融の世界があり、一人ひとりが関わることのできる分野である、という事に気がついてほしい。
そして第二のターゲットは、今までお世話になった方たちである。SRIの業界で出会えた方々はもちろん、友人や家族に対しても、である。私が大学を通してどのようなことを行なってきたのか。その全てがこの本に凝縮されている。今回、このような形で、お世話になった方の話をストーリーでまとめることで、今までお世話になった分を少しでもお返しすることができれば、幸いである。
当初のターゲットは、潜在的な個人投資家であった。なぜターゲットを変えたかというと、理由は以下の通りである。ひとつに、現在の本の内容ではこれから株式投資をやってみたいと思う人には読んでもらいにくいということである。そもそもそこまで投資を勉強しようとする読者は、出版を前提に考えるとターゲットとして考えにくい。また、社会企業というキーワードにひかれる人が増えていることから、まずはこのターゲット層から読者を獲得することができれば、という考えがあった。ただし、ターゲットは変更したものの、中身の構成は取材や執筆をすでにほとんど終えていたため、変化がなかった。ターゲットが決まったことで、数多くあったタイトル案を絞ることができたのだと思う。
４．ここまでのアクション＆今学期の成果
１）今期のアクションの報告
＊アクション＆リサーチの人は、調べた（自分のマイプロと比較できる）先行事例や研究、または業界分析などをここに入れてください。
＊リサーチの人は、ここにリサーチした内容を書いてください。
＜ここまでのアクション＞
　4月～5月：（出版に向けて）内容や構成の模索、取材先の検討
　6月～10月：取材
　8月～12月：リサーチ＆執筆
　8月～9月：語学留学でロンドンへ。SRIのセミナーにも参加。
　10月～：出版社への営業
　12月～1月：取材した方へ事実確認、修正
　12月末：CSR調査インターンのため、ロンドンへ。
　1月末：卒業制作として、大学に提出
<今期の成果>

　①1月末に提出した卒業制作

　②下記、私の成長を参照

■日本版SRIの起源

　執筆した文書を読んでもらえれば分かるが、日本でのSRIの始まりは1990年、つまり今から18年前のことにさかのぼる。世界で見るとSRIの起源はさらにさかのぼることになるが、これが「SRIは海外からの輸入物」と思われる所以である。
■CSR報告書が生まれた経緯
　現在、多くの企業が発行しているCSRレポートや環境報告書といった財務以外の活動をまとめた報告書がある。これらは元をたどれば、SRI型の投資家がいたことから始まっている。現在では、マルチステークホルダーに向けて書かれているこれらの報告書であるが、実は投資家に向けた情報発信という点から始まっていたのである。起源は、セリーズ原則（バルディーズ原則ともいう）であり、ここで定めた環境に関する原則に署名をした企業は、セリーズレポートという報告書を提出する必要があった。投資をするためには、「情報」が必要だったからである。さらにその後、環境だけではなくて「サステナビリティ」という考え方が大事になる、という考えを基に、サステナビリティ報告書が日本でも発行されるようになった。
■SRIファンドが日本市場に登場した背景

　SRIファンドは99年を機に、次々に設定されている。90年はじめから、SRIという考え方を日本でも広めることができないか、または商品化することができないか、と考えていた研究会があり、欧米でもSRIが広まりつつあったという背景からSRIファンドが誕生したのだと思っていた。しかし、実際は銀行の窓販解禁という金融業界における変化がきっかけとなっていた。つまり、金融機関は新しく投資信託を販売するチャネルが増えるため、何か新しいコンセプトの投資信託ができないかと模索していたのである。そこで現れたのがSRIという、財務に加えて社会や環境の側面も投資判断に含めた投資方法であった。
■宗教的な投資、という考え方は古い
　市民の声から生まれたものではない。という事から、日本でのSRIの広まりを期待できない人もいる。また、今においてもSRIは宗教的な価値観で投資対象を絞っている、パフォーマンスを期待することができない、と考える人も多い。しかし、現状を見てみると市場の関心は高まってきており、社会や環境といった側面も企業業績や株価に影響を与え始めている。同時にこれまでの研究や、今回の取材からも分かったように、投資家も徐々に変化をしてきている。たとえば、2006年の責任投資原則（PRI：Principal of Responsible Investment）に大手の金融機関が続々と署名をしていること、環境・社会的なバックグラウンドを持つ人材を取り込む証券会社が増えてきていることなどが挙げられる。このような理由から、SRIは名前も手法も変化しながら、今後も日本で広まり続けるのだと思う。
２）プロジェクトの進化：今期のアクションであなたのプロジェクトが進化した点を書いてください。

＊アクション＆リサーチの人は、リサーチの内容も含めながら進化したことを書いて下さい。＊リサーチの人は、そのリサーチによって、あなたのマイプロがどう進化するか（したか）を書いてください。

最も分かりやすい進化は、これまで約1年間、頭の中で考えていたことが、ようやく文章という形になった、という点である。そして、上記に書いたようなターゲットの変化、小見出しや脚注をつけるなど、読みやすさを工夫した進化があったと思う。研究会のみんな、編集者の方、家族などに文章を読んでもらい、どのような書き方が読みやすいのか、または読みたくなるのか、ということを教えてもらった。すべてを反映させることはできなかったが、執筆している内容に浸かってしまった私自身が新たな視点を得ることができたのは本当に良かったと思っている。
同時に、取材をしながら、執筆へのアドバイスをいただけたことから、取材内容のみを並べるという形式から、社会的な背景にも言及したほうが良い、と考えるようになった。いただいた修正からも新たな気付きを得ることができ、これらも文書に反映することができたと思う。
また、さらに出版の可能性をかけて、卒業制作提出後も修正を加えていきながら、完成度を高めていきたい。現時点では、ターゲットを変更したため、1章の部分をよりターゲットに合った話題や構成にする必要があるのではないか、と考えている。そのため、1章と2、3章はだいぶ異なるトーンになっているが、以降変更する可能性がある。
３）私の成長：今学期、あなたがアクション＆勉強から学んだ点、成長した点を自由に書いてみてください。

　大きく分けて、3つある。

■出版の大変さ

　これは、卒業制作を通して一番痛感したことである。本を出版するまでに必要な文字数を書くのはもちろん、いかに売上に結びつくような構成・内容・タイトル・帯にするか、という点で大変学びが多かった。潜在投資家のマーケットは当初思い描いていたよりも小さく、収益を期待することが難しい、という現状を知れただけでも、収穫だと思っている。今回、当初から依頼をしていた出版社からは断られてしまい、現時点ではまだ出版できるか否かは決定していない。しかしこれにめげず、出版業界について深く知りたいという気持ちや、Webや雑誌への掲載などといった他の方法も含め、どうしたら多くの読者を獲得することができるのかを考え、引き続き当プロジェクトを継続させたい。

■さまざまな思いとつながり

　今回8人の方に取材を行ない、それぞれの方のバックグラウンドや考え、思いを改めて知ることができた。ひとつに上から言われて嫌々ながら続けている仕事ではないということである。さまざまな困難があったにも関わらず、それにめげず最後までSRIに関する仕事を続けているのは、まさにその方の生き方なのだと思う。もうひとつは、決して1人ではここまで達成し得なかったということである。90年代のバルディーズ研究会や環境監査研究会など、ひとつのテーマを基に多様な考えを持った人々が集まり、社会を良い方向へと変えていこうと思うことが、大きな変化にもつながるのだ、ということを実感した。現在所属している社会的責任投資フォーラムにおいても、そのような影響を社会に与えることができれば、と思っている。
　また私自身においても今まで出会った方とのつながりの大切さを改めて強く認識することができた。今回、忙しい中取材を引き受けてくださり、またアドバイスもいただけるなど、協力なしにはここまで完成させることができなかった。取材した方の話においても、一人の人をきっかけに、ネットワークが徐々に広がっていき、そこから新たな発見や仕事・活動の広がりを得ることができた、ということを伺うことができた。現在、インターンを行なっているロンドンでも、ある小さなきっかけから新しい人と知り合い、そこから紹介があって、また次につながる、といった人のつながりを深く実感する機会に多々恵まれている。今後、仕事をしていくうえでもこれらのつながりを大切に持っていきたい、と強く感じている。
■SRIというものの捉え方

　「人に伝える」という事を念頭にしておくと、執筆においてもそれを支える事実や文献が必要になる。たとえば、4章で書いたSRIを実行に移すためにはどのようなトピックやどのような情報が必要なのか、という項目はあくまでも投資家のための参考にすぎない。しかし、あいまいな記憶では書くことができないため、今までよりも深い調査が必要になった。それまでは、どのような着目点があるのかは、ESG（Environment, Social, Governance）というざっくりしたものしかなかった。今回は執筆のため、更にこれらの項目に温暖化、水問題といったトピックに加え、現状、今後、着目点などの項目も加えて、掘り下げていく作業を行なった。改めて自分がどこを理解していないのかを自覚することができたのと同時に、自分が投資家であったらどうSRIを実践するのかを真剣に考える良い機会だったと思う。
2から3章のSRIの広がりを示した章においても学びが多かった。たとえば、どんな背景があってSRIが現在の形までに至ったのかなど、なんとなく理解はしていたが、発見のほうが多かったように思う。これらのことから、今回の卒業制作に取り掛かる以前よりもSRIという考えに対する理解も深まった気がしている。

５．マイビジョン

マイプロを超えて、あなたが”こんな社会にしたい、こんな世界になったら良いな”

と思うことを自由に書いてみてください。またそして、そのビジョンに近づくためのアイディアや構想があったら教えてください☆
○卒業後～2年後○
　まず、運用会社のアナリストとして、金融業界について深く知り、人脈を作っていくことである。今まではSRIの業界のみに活動範囲が限定されていたが、さまざまなことを考えるうちに、金融業界で影響力を持つ方とのつながりを持つことが大事だと思うようになった。これは、ロンドンにて竹中教授と出会ったこともひとつのきっかけとなっている。イギリスでは年金法において社会や環境に配慮した投資かどうかを公開することが求められている。このように、時には政治から金融の流れを変えていく必要もあり、たとえば政界に顔が利く方を通じて、仕組みとして変えなくてはならない部分を変えていくことができるのではないか、と思う。一方社内では、実践を通してどうSRIに取り組むことができるのか、株主提案やエンゲージメントといった株主行動を実行することができるのかどうかなど、さまざまな形から考え、形に落としていくつもりである。
　次に、仕事のためやその後のためにも証券アナリストの資格を取ることである。これは、上記で書いたビジョンと重なる部分が多い。そして、SRIを推進するコミュニティにて活動、海外とのネットワークも構築して協力体制を築いていくことも、今後の目標である。現在、日本のSIF（社会的責任投資フォーラム）の学生部会に所属しているが、取材やロンドンでの滞在を通して、世界のSIFやSRI業界は、イギリスを始めとするヨーロッパ、アメリカ、オーストラリアの間で情報交換や連携がよく行なわれているということを知った。まだ摸索中ではあるが、私なりにどのような貢献ができるかを考え、実行に移していきたい。
　そして、1章の登場人物のように、金融教育に関わり、現場の話を学生に伝えていきたい。日経STOCKリーグという金融教育は私にとって大きな良い影響を与えてくれた。これと同様に、株式市場や金融という世界を知るきっかけを与えるだけでも、世界が広がる学生は多いと考えている。そのため、まずは金融に関する知識や経験を高めることが必要ではあるが、教える立場としても成長していくことができればと思っている。
○その後～○
　中・長期的な目標としては、ファンドマネージャーになることである。それも、ただのSRIファンドマネージャーではなく、SRIだがSRIとはいわないファンドマネージャーである。私がファンドマネージャーになるころには、SRIという言葉が無くなっていてほしいとも思っている。
　そして、金融で培ったものを、他の業界においても活かすことができないか、というのも超長期的なビジョンである。関心のあるアートの世界では美術館の運営、アートファイナンスによる経営・資産運用、オークションなど、ファイナンスに通じる分野が多い。また、貧困問題や社会問題の解決に取り組む機関において、ファイナンスの管理やマネジメントを行なう、といった可能性もあるのではないか、と考えている。
　このつながりで、中国への進出もとても興味深い。中国は、経済・環境・文化など色々な面において興味を引かれる国である。現在SRIをするうえで、中国のリスク・機会ファクターはとても大きい。日本の企業にも中国に進出しているところがとても多い、ということと競合に中国企業があるという理由からである。それだけでなく、中国市場にはまだまだ問題が多く残っており、これらを解決するために、SRIを導入できればと強く思う。中国の一部の取引所ではCSRの上場基準を設けていたり、省においては労働や環境基準が厳しくなってきたりと、その動きは徐々に本格的になっていくはずである。そして、ビジョンの最後には、どのような形か考え切れてはいないが、日本の政策にも関わったりすることも可能性としては残されていると思う。
　

☆おまけ：

１）みんなへメッセージ

いのけんのみんなにメッセージを書こう♪
本当に、本当に、こんな私を応援してくれてありがとうございます！研究会に入ったのは、4年からなのでまだ1年も経っていません。でも、みなさんの活躍に多くの刺激を受け、励まされ、ここまでたどり着くことができたと思っています。私自身、いの研に貢献できるほどのことはなかなかできませんでしたが、卒業後には何かできればと思っているので、今後ともどうぞよろしくお願いします。

２）１０年後の自分に向けて一言どうぞ！

今、どんな表情をしてますか？そして、幸せだと思いますか？
